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DACS-2500D-CNT- ISO 汎用デジタル出力

平成２１年 ７月 ７日

カウンタユニット DACS-2500D-CNT-ISO は、内部に使用している基板

DACS-2570-C の部品実装上の都合により、DACS-2500-CNT で使用

可能なbit11～ bit1を、汎用デジタル出力として利用することができません。

（注）bit0はテスト用パルス出力となっています。

汎用デジタル出力bit23～ bit12については、Ｍコマンドにてカウンタを動

作させると、この後は、これらのデジタル出力は、分周出力およびテスト用

のパルス出力となりますので、結果的に、汎用デジタル出力は全く利用でき

ないことになります。

この問題に対処するため、DACS-2500D-CNT-ISO では、デジタル出力

コマンドのＷコマンドを受信すると、その後にＭコマンドを受信しても、汎

用デジタル出力bit23～ bit12が、Ｗコマンドにて指定した出力となるよう

に、２００９年７月以降出荷分より改訂しました。（注）この改訂にて、カ

ウンタ動作には何ら影響はありません。

汎用出力bit23～ bit12 を、汎用デジタル出力として利用する場合

電源投入後、カウンタ用Ｍコマンドを送信する前に、デジタル出力用の

Ｗコマンドを、少なくとも１回、転送するようにしてください。

汎用出力bit23～ bit12 を、カウンタ機能の分周出力などに利用する

場合

デジタル出力用のＷコマンドを転送しないようにしてください。

この改訂は、

汎用デジタル出力のbit数が制限されている DACS-2500D-CNT-ISO のみ

に行っています。このほかのカウンタ基板、カウンタユニットについては、

改訂はありません。
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